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令和７年度 就職先からの卒業生に対する調査（実施要項） 

 

１．目的 

本学の卒業生を採用して頂いている企業・官公庁・病院・小学校・幼稚園・保育所・

認定こども園などで、本学の卒業生が職場でどのように評価されているかを知り、ま

た、本学の教育に対する忌憚のないご意見ご要望をうかがい、本学の教育の改善に役

立てる。 

 

２．対象 

令和５年度卒業生の就職先（大学・短大・大学院） 

＊ 卒業後１年を経過した者に関するアンケート 

＊ 発達科学部卒業生の就職先は、「企業等」と「教育・保育等」にアンケート用

紙を分ける 

    

３．実施日・回収期日 

実 施 日：令和７年７月１日 

回収期日：令和７年７月末まで 

 

４．実施方法 

令和５年度卒業生の就職先へ対し、業種ごとに異なるアンケート用紙を郵送し、イ

ンターネット・ＦＡＸのいずれかで回答する。 

 

５．アンケート項目 

別紙アンケート用紙参照 

 

６．データ集計 

学部・学科ごとに集計する。 

 

７．発行形式等 

学内公表：教職員にはデスクネッツ (文書管理)にて閲覧できるようにする。 

学外公表：公式ホームページにて閲覧できるようにする。 

 

８．発行時期 

令和７年９月３０日 

 

９．担当 

各学部・学科、学生支援部キャリア支援課 
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令和７年度 就職先からの卒業生に対する評価（卒業生に関するアンケート） 

経営学部 集計結果の概要（令和５年度卒業生対象） 
 

依頼数 72（昨年 62）に対し、協力数は 42（昨年 32）で回収率は 58.3％（昨年 51.6％）であっ

た。回答に協力いただいた企業の業種、卒業生の職種・人数・退職者数（6ヵ月以内）については

Ⅱ・Ⅲのとおりである。 

 

Ⅳ 令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の能力および本学の就職支援活動などについて 

のご感想をお伺いします。 

 

Ⅳ-１．本学の卒業生は全体として、貴社・貴院の人材ニーズや期待に応えていますか。 

「十分応えている」「どちらかといえば応えている」の割合が合わせて 80.9％（昨年 81.2％）で

あった。「個人間のばらつきがあり何ともいえない」が 4.8％（昨年 18.8％）、「やや応えてい

ない」「応えていない」は合わせて 11.9％（昨年 0％）であった。 

 

「十分応えている」「どちらかといえば応えている」の割合は昨年調査よりも 0.3％減少している

が、コンスタントに 80％を超えていることや協力数が増えていることを考慮すると、本学出身者が

企業の一員としてしっかりと働けていると思われる。しかし、「やや応えていない」「応えていな

い」が 0％から 11.9％（5 社）に上昇したことは問題であると考えている。どのような点で期待に

応えていないのかを精査する必要があるが、建学の精神や経営学部が目標としている育成方針にの

っとった教育にさらに力を入れるとともに、「働く」や「社会に出る」という基本的なことを様々

な機会を捉えて考えさせていく必要がある。 

 

Ⅳ-２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。 

「全体として高い」「どちらかといえば高い」の割合が合わせて 69.0％（昨年 68.8％）であった。

「個人間のばらつきがあり何ともいえない」が 16.7％（昨年 28.1％）、「どちらかというとやや低

い」「全体として低い」は合わせて 11.9％（昨年 0％）であった。 

 

多様な学生が入学・卒業している状況の中、「全体として高い」「どちらかといえば高い」の割

合が前年に引き続き 70％を割っている。また、「個人間のばらつきがあり何ともいえない」と「ど

ちらかというとやや低い」という評価を合わせた割合が 30％弱と大きな比率となっている。企業側

が採用時に「性格・人柄」や「コミュニケーション能力」、「意欲・熱意」といういわゆる社会人

基礎力を重視している点に鑑み、学生の人格形成を進めるとともに、物事に関心を持つ、目線を高

く持つ、専門知識を用いた問題解決能力を高めるなど、ゼミ教育などを通じて学生一人ひとりと深

く関わり総合的な能力や意識を向上させることが必要だと考える。 

 

Ⅳ-３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感 

じでしょうか。 

「全体として熱心」「どちらかといえば熱心」の割合が合わせて 45.2％（昨年 59.4％）であっ

た。「何ともいえない、わからない」が 52.4％（昨年 40.6％）、「あまり熱心でない」という回答

はなく、「全体として熱心でない」は 2.4％（昨年 0％）であった。 

 

キャリア支援課による学生指導・サポートや経営学部の各教員による学生へのきめ細かな指導、

キャリアカウンセラーによる個別指導を行なっているにもかかわらず、「全体として熱心」「どち

らかといえば熱心」の割合が大幅に減少している。また、「何ともいえない、わからない」が 50％

を超えている。いずれにしても、課や学部による指導やサポートをさらに充実する必要がある。ま

た、タイトな労働市場の状況において安易に学生が就職先を選ぶことがないように、個々の学生の

情報について密度高く共有するなど、課と学部との連携を一層高める必要がある。 

 

Ⅳ-４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。 

「今後も積極的に求人・採用していきたい」「他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく」

の割合が合わせて 80.9％（昨年 93.7％）であった。「採用は人物本位であり、何ともいえない」



4 

 

が 14.3％（昨年 6.3％）、「求人・採用をしていく予定はあまりない」「求人・採用をしていく予

定は全くない」という回答は合わせて 4.8％（昨年 0％）であった。 

 

「採用は人物本位であり、何ともいえない」が増加していることは、大学への評価は一定程度あ

るものの学生一人ひとりをみると期待値に達していない場合があるとも読み取れる。もしそうであ

るならば、学生と多くの時間を共有する学部で行なわれる少人数でのゼミナール、実学を中心とす

る経営学部ならではの学びを生かして実践するインターンシップなどで学生の個性や特性を把握

しきめ細かな就職活動サポートや指導に繋げる必要があると考える。 

 

Ⅴ. ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。 

「性格・人柄」（33件）、「コミュニケーション能力」（32件）、「意欲・熱意」（30件）の回

答が多く見られた。（昨年は「コミュニケーション能力」（29件）、「性格・人柄」（25件）、「意

欲・熱意」（20件）の回答が多く見られた） 

 

一昨年、昨年同様、「性格・人柄」、「コミュニケーション能力」、「意欲・熱意」の回答が多

く、社会人として求められる基礎的な力を重視する状況に変わりはない。本学のような一教員に対

する学生の数が少ない大学だからこそ、「性格・人柄」、「コミュニケーション能力」、「意欲・

熱意」という人間性の部分を育成できるという強みを意識し、ゼミ教育、キャリア教育すべてを通

して学生の育成に係り、キャリア支援課と経営学部教員が連携して学生一人ひとりの指導に努めて

いくことが重要である。 

 



調査対象　　令和５年度高松大学経営学部卒業生就職先　７２社

実施時期　　令和７年６月・７月

調査方法　　郵送による質問紙法

回収率　　　依頼数　 72 社

　　　　　　協力数 42 社

　　　　　　回収率 58.3%

Ⅱ　貴社・貴院の業種についてお答えください。

業　　種 件数

1 建設 7

2 製造 6

3 電気・ガス・水道 0

4 情報・通信 2

5 運輸 0

6 卸売・小売 7

7 金融・保険 3

8 不動産 3

9 飲食・宿泊 0

10 医療・福祉 1

11 サービス 9

12 官公庁 1

13 その他 3

【その他】農業協同組合、人材サービス、建設コンサルタント

職　　種 件数 人数 内留学生

1 営業・販売 17 17 1 2 【その他】

2 総務・事務 4 5 0 農産物栽培指導

3 製造・作業スタッフ 17 22 3 2 介護職

4 通訳・貿易 0 0 0

5 サービス 3 3 0

6 公務 1 1 0

7 医療関係 0 0 0

8 その他 2 2 0

（２）集計結果　グラフ及びデータ（経営学部）

Ⅲ　令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の職種別の人数についてお答えください。

内退職者（6ヵ月以内）

営業・販売
34.0%

総務・事務
10.0%

製造・作業スタッフ
44.0%

サービス
6.0%

公務
2.0%

その他
4.0%

Ⅱ 職種

建設
16.7%

製造
14.3%

情報・通信
4.8%

卸売・小売
16.7%

金融・保険
7.1%

不動産
7.1%

医療・福祉
2.4%

サービス
21.4%

官公庁
2.4%

その他
7.1%

Ⅰ 業種
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項　　目 件数

1 十分応えている 28 【その他】

2 どちらかといえば応えている 6 未記入

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 2

4 やや応えていない 3

5 応えていない 2

6 その他 1

項　　目 件数

1 全体として高い 14 【その他】

2 どちらかといえば高い 15 未記入

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 7

4 どちらかというとやや低い 3

5 全体として低い 2

6 その他 1

１．本学の卒業生は全体として、貴社・貴院の人材ニーズや期待に応えていますか。

２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。

Ⅳ　令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の能力および本学の就職支援活動などについてのご感想をお伺いし
ます。

66.6%

14.3%

4.8%

7.1%

4.8%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

十分応えている

どちらかといえば応えている

個人間のばらつきがあり何ともいえない

やや応えていない

応えていない

その他

１．本学の卒業生は全体として、貴社・貴院の人材ニーズや期待に

応えていますか。

33.3%

35.7%

16.7%

7.1%

4.8%

2.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

全体として高い

どちらかといえば高い

個人間のばらつきがあり何ともいえない

どちらかというとやや低い

全体として低い

その他

２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、

どのようにお感じでしょうか。
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項　　目 件数

1 全体として熱心 11

2 どちらかといえば熱心 8

3 何ともいえない、わからない 22

4 あまり熱心でない 0

5 全体として熱心でない 1

6 その他 0

件数

1 25

2 9

3 6

4 1

5 1

6 0

４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。

３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

今後も積極的に求人・採用していきたい

他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく

採用は人物本位であり、何ともいえない

求人・採用をしていく予定はあまりない

求人・採用をしていく予定は全くない

その他

項　　目

26.2%

19.0%

52.4%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体として熱心

どちらかといえば熱心

何ともいえない、わからない

あまり熱心でない

全体として熱心でない

その他

３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への

就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

59.5%

21.4%

14.3%

2.4%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今後も積極的に求人・採用していきたい

他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく

採用は人物本位であり、何ともいえない

求人・採用をしていく予定はあまりない

求人・採用をしていく予定は全くない

その他

４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関して

どのようにお考えでしょうか。
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Ⅴ　ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。

項　　目 件数

1 意欲・熱意 30 【その他】

2 性格・人柄 33

3 礼儀・マナー・接遇 13

4 健康・体力 7

5 コミュニケーション能力 32

6 グループ活動力 1

7 自ら何事かを成し遂げようとする力 10

8 経営に関する専門知識 0

9 簿記 0

6 パソコンスキル 1

7 語学力（英語・中国語など） 10

8 その他 0

・

・

・

・

・

・

・

採用面接の際には、しっかりと面接準備ができている学生さんが多く、貴学の就職支援が手厚いのだと感じ
ます。（株式会社香川銀行）

マナーが全然できておらず、学ぶ・働くということが理解できていないです。○○さんに関しては、家族の
サポートがありどうにか仕事を続けている状況です。社会に出て働くということから理解できていないので
そこをもっと身につけて卒業してほしかったです。（就職後に診断により障がいが判明し合理的配慮を行っ
ています）（一般社団法人garyu）

改善点等は特にございません。２名の方に入社いただきましたが、とても素直で前向きな学生たちで弊社と
してもとても印象的であったと記憶しております。（株式会社ヒューマンアイズ）

学内の企業研究の一環として企業説明会参加への誘引をよろしくお願いいたします。（日研トータルソーシ
ング株式会社）

貴学卒業生の○○さんが大変目覚ましい活躍をしております。全国のソフトバンクショップクルーの日本一
を競い合う大会『接客ＮＯ.１グランプリ』にて新卒１年目で全国大会出場という快挙を成し遂げました。こ
の実績は弊社では史上初ということで今後の活躍にも期待をしております。非常に前向きに働いてくださっ
ており、優秀な学生を採用させていただけたことに感謝申し上げます。今後も貴学経由で素敵な学生を採用
させていただけますと幸いです。引き続き何卒よろしくお願いいたします。（株式会社ベルパーク）

素直な学生が多いと感じております。今後ともよろしくお願いいたします。（株式会社スズキ自販香川）

○○さんの夢を支援しながら、業務中は仕事と向き合い、頑張っていただいております。当社は大卒者の採
用がまだまだ少ない状況ですが、今後の事業展開において、そういった基礎学力や、モチベーションをもっ
た方の採用も積極的に行いたいと考えております。スキルや精神は現場でも鍛えられますが、人としての基
本は学校で学ぶように思います。そういう意味でもいい人材が当社に来てくれたと感じております。（株式
会社ジオメイク）

Ⅵ　本学卒業生をご採用いただいたお立場から、本学の教育について、 改善すべきこと、良いと思われることなど、どん
なことでもお気づきのことがございましたら、遠慮なくご記入ください。

30
33

13
7

32
1

10

1
10

0 5 10 15 20 25 30 35

意欲・熱意

性格・人柄

礼儀・マナー・接遇

健康・体力

コミュニケーション能力

グループ活動力

自ら何事かを成し遂げようとする力

経営に関する専門知識

簿記

パソコンスキル

語学力（英語・中国語など）

その他

Ⅴ 採用の際、特に重視するもの（3項目選択）

個人情報等を含む内容のため非公表
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令和７年度 就職先からの卒業生に対する評価（卒業生に関するアンケート） 
発達科学部（企業等） 集計結果の概要（令和５年度卒業生対象） 

 

依頼数 12（昨年 11）に対し、協力数は 7（昨年 7）で回収率は 58.3％（昨年 63.6％）であった。

回答に協力いただいた企業の業種、卒業生の職種・人数・退職者数（6 ヵ月以内）についてはⅡ・

Ⅲのとおりである。 

 

Ⅳ 令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の能力および本学の就職支援活動などについて 

のご感想をお伺いします。 

 

Ⅳ-１．本学の卒業生は全体として、貴社・貴院の人材ニーズや期待に応えていますか。 

「十分応えている」の回答が 100％を占めている。（昨年は「十分応えている」「どちらかといえ

ば応えている」の割合が合わせて 42.9％、「個人間のばらつきがあり何ともいえない」が 42.8％、

「応えていない」という回答は 14.3％（1件）であった） 

 

就職して約 1 年 2 ヵ月の卒業生に対する評価であるが、「十分応えている」が 100％とこれまで

にない高い評価を頂いた。企業等から卒業生に求められるものが、採用当時に比べ厳しくなる中、

大変有難い評価であるが、今後ともその期待に十分に応えられるよう、在学時からコミュニケーシ

ョン力の育成、基礎的なマナーの習得、学習面では基礎・基本の習得の徹底など、社会人に必要な

資質の向上に一層尽力していく。 

 

Ⅳ-２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。 

「全体として高い」「どちらかといえば高い」の割合が 85.8％（昨年は「全体として高い」の回

答はなく、「どちらかといえば高い」の割合が 28.6％）、「個人間のばらつきがあり何ともいえな

い」が 14.2％（昨年 42.8％）であった。「どちらかというとやや低い」「全体として低い」という

回答はなかった。（昨年は「どちらかというとやや低い」は 28.6％、「全体として低い」という回

答はなかった） 

 

作年度の「全体として高い」の回答は 0 社、「どちらかといえば高い」の企業は約 3 割から、今

年度は回答をいただいた 7 社のうち「全体として高い」が 3 社、「どちらかと言えば高い」が 3 社

と高い評価を頂いた。今後とも企業の高評価が得られるよう、就職を希望する学生の進路意識の向

上と就労意欲の伸長に一層尽力していく。 

 

Ⅳ-３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感 

じでしょうか。 

「全体として熱心」「どちらかといえば熱心」の割合が合わせて 57.2％（昨年 42.9％）、「何と

もいえない、わからない」が 42.8％（昨年同じ）であった。「あまり熱心でない」、「全体として

熱心でない」の回答はなかった。（昨年は「あまり熱心でない」は、14.3％（1件）であり、「全体

として熱心でない」という回答はなかった） 

 

「全体として熱心」「どちらかといえば熱心」と回答した企業は約 6 割で、昨年度の約 4 割をや

や上回った。「あまり熱心でない」の回答は昨年度は 1 件であったが、本年度は 0 件となった。採

用依頼活動に対する企業の肯定的な評価を高めていくために、学部－ゼミ担当教員－キャリア支援

課が効果的に連携して、企業のニーズにマッチするよう、個々の学生に照準をあてて丁寧に進路実

現を図っていく。 

 

Ⅳ-４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。 

「今後も積極的に求人・採用していきたい」「他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく」

の割合が合わせて 100％（昨年 71.4％）を占めている。（昨年はその他「採用は人物本位であり、

何ともいえない」が 28.6％であり、「求人・採用をしていく予定はあまりない」「求人・採用をし
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ていく予定は全くない」という回答はなかった） 

 

「今後も積極的に求人・採用していきたい」「他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく」

と回答した企業が 100％であり、昨年度の約 7 割から躍進し、高い評価を得ることができた。企業

側に高い評価をいただくためにも、キャリア支援課が学部と企業側とのパイプ役として求める人材

の育成に努め、地域貢献への寄与を確かなものとできるよう一層注力していくことが大切である。 

 

Ⅴ. ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。 

「コミュニケーション能力」（7件）、「性格・人柄」(6件)の回答が多く見られた。（昨年は「性

格・人柄」(6件)、「意欲・熱意」（5件）、「コミュニケーション能力」（4件）の回答が多く見

られた） 

 

上位 3 項目は昨年度と同じで、企業が求めている職業人としての資質と言える。学業はもちろん

のこと、課外活動や大学生活で様々な経験を積み重ね、多くの人と交流して知見を広げていくとと

もに、コミュニケーション力を磨き、社会性を身に付け、自己を確立していくことが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 



調査対象　　令和５年度高松大学発達科学部（企業等）卒業生就職先　１２件

実施時期　　令和７年６月・７月

調査方法　　郵送による質問紙法

回収率　　　依頼数　 12 件

　　　　　　協力数 7 件

　　　　　　回収率 58.3%

Ⅱ　貴社・貴院の業種についてお答えください。

業　　種 件数

1 建設 0

2 製造 1

3 電気・ガス・水道 0

4 情報・通信 1

5 運輸 0

6 卸売・小売 2

7 金融・保険 0

8 不動産 0

9 飲食・宿泊 0

10 医療・福祉 0

11 サービス 2

12 官公庁 0

13 その他 1

【その他】農業協同組合

職　　種 件数 人数

1 営業・販売 4 4 0 【その他】

2 総務・事務 1 1 0

3 製造・作業スタッフ 2 2 0

4 通訳・貿易 0 0 0

5 サービス 1 1 0

6 公務 0 0 0

7 医療関係 0 0 0

8 その他 0 0 0

（２）集計結果　グラフ及びデータ（発達科学部　企業等）

内退職者（6ヵ月以内）

Ⅲ　令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の職種別の人数についてお答えください。

製造
14.3%

情報・通信
14.3%

卸売・小売
28.6%

サービス
28.5%

その他
14.3%

Ⅰ 業種

営業・販売
50.0%

総務・事務
12.5%

製造・作業スタッフ
25.0%

サービス
12.5%

Ⅱ 職種
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項　　目 件数

1 十分応えている 7 【その他】

2 どちらかといえば応えている 0

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 0

4 やや応えていない 0

5 応えていない 0

6 その他 0

項　　目 件数

1 全体として高い 3 【その他】

2 どちらかといえば高い 3

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 1

4 どちらかというとやや低い 0

5 全体として低い 0

6 その他 0

２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。

１．本学の卒業生は全体として、貴社・貴院の人材ニーズや期待に応えていますか。

Ⅳ　令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の能力および本学の就職支援活動などについてのご感想をお伺いし
ます。

100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

十分応えている

どちらかといえば応えている

個人間のばらつきがあり何ともいえない

やや応えていない

応えていない

その他

１．本学の卒業生は全体として、貴社・貴院の人材ニーズや期待に

応えていますか。

42.9%

42.9%

14.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

全体として高い

どちらかといえば高い

個人間のばらつきがあり何ともいえない

どちらかというとやや低い

全体として低い

その他

２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、

どのようにお感じでしょうか。
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項　　目 件数

1 全体として熱心 2 【その他】

2 どちらかといえば熱心 2

3 何ともいえない、わからない 3

4 あまり熱心でない 0

5 全体として熱心でない 0

6 その他 0

項　　目 件数

1 今後も積極的に求人・採用していきたい 5 【その他】

2 他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく 2

3 採用は人物本位であり、何ともいえない 0

4 求人・採用をしていく予定はあまりない 0

5 求人・採用をしていく予定は全くない 0

6 その他 0

４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。

３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

28.6%

28.6%

42.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

全体として熱心

どちらかといえば熱心

何ともいえない、わからない

あまり熱心でない

全体として熱心でない

その他

３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への

就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

71.4%

28.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

今後も積極的に求人・採用していきたい

他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく

採用は人物本位であり、何ともいえない

求人・採用をしていく予定はあまりない

求人・採用をしていく予定は全くない

その他

４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関して

どのようにお考えでしょうか。
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Ⅴ　ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。

項　　目 件数

1 意欲・熱意 2 【その他】

2 性格・人柄 6

3 礼儀・マナー・接遇 2

4 健康・体力 2

5 コミュニケーション能力 7

6 グループ活動力 1

7 自ら何事かを成し遂げようとする力 1

8 経営に関する専門知識 0

9 簿記 0

6 パソコンスキル 1

7 語学力（英語・中国語など） 1

8 その他 0

・

・

・ 改善点等は特にございません。引き続き、学生様の教育をよろしくお願いいたします。（アイ・ティー・
エックス株式会社）

学内の企業研究の一環として企業説明会参加への誘引をよろしくお願いいたします。（日研トータルソーシ
ング株式会社）

素直な学生が多いと感じております。今後ともよろしくお願いいたします。（株式会社スズキ自販香川）

Ⅵ　本学卒業生をご採用いただいたお立場から、本学の教育について、 改善すべきこと、良いと思われることなど、どん
なことでもお気づきのことがございましたら、遠慮なくご記入ください。

2

6

2

2

7

1

1

1

1

0 1 2 3 4 5 6 7 8

意欲・熱意

性格・人柄

礼儀・マナー・接遇

健康・体力

コミュニケーション能力

グループ活動力

自ら何事かを成し遂げようとする力

経営に関する専門知識

簿記

パソコンスキル

語学力（英語・中国語など）

その他

Ⅴ 採用の際、特に重視するもの（3項目選択）

個人情報等を含む内容のため非公表
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令和７年度 就職先からの卒業生に対する評価（卒業生に関するアンケート） 
発達科学部（教育・保育等） 集計結果の概要（令和５年度卒業生対象） 

 

依頼数 40（昨年 45）に対し、協力数は 27（昨年 35）で回収率は 67.5％（昨年 77.8％）であっ

た。回答に協力いただいた小学校・幼稚園・保育所等の業種、卒業生の職種・人数・退職者数（6ヵ

月以内）についてはⅡ・Ⅲのとおりである。 

 

Ⅳ 令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の能力および本学の就職支援活動などについて 

のご感想をお伺いします。 

 

Ⅳ-１．本学の卒業生は全体として、貴校（園・所）の人材ニーズや期待に応えていますか。 

「十分応えている」「どちらかといえば応えている」の割合が合わせて 88.9％（昨年 82.8％）、

「個人間のばらつきがあり何ともいえない」が 11.1％（昨年 8.6％）であった。「やや応えていな

い」「応えていない」という回答はなかった。（昨年は「やや応えていない」は 5.7％、「応えてい

ない」という回答はなかった） 

 

昨年度は「十分応えている」「どちらかといえば応えている」の回答の割合が合わせて約 83％で、

今年度は約 89％とやや上昇し、「やや応えていない」という回答もなく、引き続き高い評価をして

いただいた。今後とも教育者としての素養と専門的な知識を備えた人材の育成に尽力していきたい。 

 

Ⅳ-２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。 

「全体として高い」「どちらかといえば高い」の割合が合わせて 74.1％（昨年 62.8％）、「個人

間のばらつきがあり何ともいえない」が 22.2％（昨年 25.7％）であった。「どちらかというとやや

低い」は 3.7％（1件）（昨年 2.9％）であり、「全体として低い」という回答はなかった。（昨年

同じ） 

 

昨年度は「全体として高い」「どちらかといえば高い」の評価の割合が合わせて約 74％で、昨年

度の約 63％から上昇した。「個人間のばらつきがあり何ともいえない」が約 22％で、昨年度よりや

や低下したが、「どちらかというとやや低い」は昨年度より約 1％上昇した。教育現場では幾多の

壁や困難に遭遇することになるが、失敗経験から学び、教職に対する強い使命と指導についての粘

り強さを持ち続け、誰からも信頼される教育者となることができるよう、学生の育成に一層尽力し

ていきたい。 

 

Ⅳ-３．本学の貴校（園・所）への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのよう

にお感じでしょうか。（公立の場合は回答不要） 

「全体として熱心」「どちらかといえば熱心」の割合が合わせて 83.4％（昨年 41.1％）、「何と

もいえない、わからない」が 16.6％（昨年 47.1％）であった。「あまり熱心でない」「全体として

熱心でない」という回答はなかった。（昨年はそれぞれ 5.9％（1件）であった） 

 

 昨年度は「全体として熱心」「どちらかといえば熱心」の回答の割合が合わせて約 41％と 5割を

切っていたが、今年度は約 83％と高い評価となっている。「何ともいえない、わからない」の回答

の割合は昨年度の約 47％から 17％へと低くなり、本学の採用依頼活動や卒業予定者への就職支援

活動に肯定的な評価を頂けたと受け止めている。今後も、学部－ゼミ担当教員－キャリア支援課が、

幼稚園・保育所・認定こども園が効果的に連携して、個々の学生に照準をあてた丁寧な進路実現を

一層推進していく。 

 

Ⅳ-４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。（公立の

場合は回答不要） 

「今後も積極的に求人・採用していきたい」「他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく」

の割合が合わせて 83.4％（昨年 76.5％）、「採用は人物本位であり、何ともいえない」が 8.3％（昨

年 17.6％）であった。「求人・採用をしていく予定はあまりない」「求人・採用をしていく予定は



16 

 

全くない」という回答はなく、園児数減少により職員数が充足しているため採用活動の予定はない

との回答が 1件あった。（昨年は「求人・採用をしていく予定はあまりない」は 5.9％（1件）であ

り、「求人・採用をしていく予定は全くない」という回答はなかった） 

 

今年度は「今後も積極的に求人・採用していきたい」「他の大学と同じレベルで求人・採用を考

えていく」の回答の割合が合わせて約 83％で、昨年度の約 77％よりも上昇した。教育・保育の現場

が本学発達科学部の学生に期待していただいている部分が大きいだけに、今後もこの傾向が継続で

きるよう、教職をめざす学生への指導・育成に学部を挙げて一層尽力していきたい。 

 

Ⅴ. ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。（公立の場合は回答不要） 

「性格・人柄」（11件）、「コミュニケーション能力」（10件）、「意欲・熱意」（9件）の回

答が多く見られた。（昨年は「コミュニケーション能力」（15 件）、「意欲・熱意」（12 件）、

「性格・人柄」（10件）の回答が多く見られた） 

 

上位 3 項目は昨年度と同じで、また企業等においても同じであり、教育者として必須の資質であ

る。学業はもちろんのこと、課外活動や大学生活で様々な経験を積み重ね、多くの人と交流して知

見を広げていくとともに、コミュニケーション力を磨き、社会性を身に付け、自己を確立していく

ことが大切である。 
 
 
 
 
 
 



調査対象　　令和５年度高松大学　発達科学部（教育・保育）卒業生就職先　４０件

実施時期　　令和７年６月・７月

調査方法　　郵送による質問紙法

回収率　　　依頼数　 40 件

　　　　　　協力数 27 件

　　　　　　回収率 67.5%

Ⅱ　貴校（園・所）の区分についてお答えください。
業　　種 件数

1 公立幼稚園 4

2 私立幼稚園 2

3 公立認定こども園 2

4 私立認定こども園 3

5 公立保育所（園） 1

6 私立保育所（園） 5

7 公立小学校 5

8 特別支援学校 2

9 その他 3

【その他】

公立高校、児童発達支援センター、

児童養護施設

職　　種 件数 人数 【その他】

1 幼稚園教諭 5 7 0 期限付実習助手

2 保育教諭 6 8 0

3 保育士 8 13 0

4 小学校教諭 5 5 0

5 特別支援学校教諭 2 2 0

6 その他 1 1 0

（２）集計結果　グラフ及びデータ（発達科学部　教育・保育等）

内退職者（6ヵ月以内）

Ⅲ　令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の職種別の人数についてお答えください。

公立幼稚園

14.9%

私立幼稚園

7.4%

公立認定こども

園

7.4%

私立認定こども園

11.1%

公立保育所（園）

3.7%

私立保育所（園）

18.5%

公立小学校

18.5%

特別支援学校

7.4%

その他

11.1%

Ⅰ 業種

幼稚園教諭

18.5%

保育教諭

22.2%

保育士

29.7%

小学校教諭

18.5%

特別支援学校教諭

7.4%

その他

3.7%

Ⅱ 職種
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　 １．本学の卒業生は全体として、貴校（園・所）の人材ニーズや期待に応えていますか。

項　　目 件数

1 十分応えている 10 【その他】

2 どちらかといえば応えている 14

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 3

4 やや応えていない 0

5 応えていない 0

6 その他 0

　　２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。

項　　目 件数

1 全体として高い 2 【その他】

2 どちらかといえば高い 18

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 6

4 どちらかというとやや低い 1

5 全体として低い 0

6 その他 0

Ⅳ　令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の能力および本学の就職支援活動などについてのご感想をお伺いし
ます。

37.0%

51.9%

11.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

十分応えている

どちらかといえば応えている

個人間のばらつきがあり何ともいえない

やや応えていない

応えていない

その他

１．本学の卒業生は全体として、貴校（園・所）の人材ニーズや期待に

応えていますか。

7.4%

66.7%

22.2%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

全体として高い

どちらかといえば高い

個人間のばらつきがあり何ともいえない

どちらかというとやや低い

全体として低い

その他

２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、

どのようにお感じでしょうか。
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　　３．本学の貴校（園・所）への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

項　　目 件数 （公立の場合は回答不要）

1 全体として熱心 5 【その他】

2 どちらかといえば熱心 5

3 何ともいえない、わからない 2

4 あまり熱心でない 0

5 全体として熱心でない 0

6 その他 0

　　４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。 （公立の場合は回答不要）

項　　目 件数

1 今後も積極的に求人・採用していきたい 9 【その他】

2 他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく 1

3 採用は人物本位であり、何ともいえない 1

4 求人・採用をしていく予定はあまりない 0

5 求人・採用をしていく予定は全くない 0

6 その他 1

園児数減少により職員数が足りているため、採用活動
は考えていない

41.7%

41.7%

16.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

全体として熱心

どちらかといえば熱心

何ともいえない、わからない

あまり熱心でない

全体として熱心でない

その他

３．本学の貴校（園・所）への採用依頼活動や卒業予定者への

就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

75.1%

8.3%

8.3%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

今後も積極的に求人・採用していきたい

他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく

採用は人物本位であり、何ともいえない

求人・採用をしていく予定はあまりない

求人・採用をしていく予定は全くない

その他

４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関して

どのようにお考えでしょうか。
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Ⅴ　ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。 （公立の場合は回答不要）

項　　目 件数

1 意欲・熱意 9 【その他】

2 性格・人柄 11

3 礼儀・マナー・接遇 1

4 健康・体力 3

5 コミュニケーション能力 10

6 グループ活動力 0

7 自ら何事かを成し遂げようとする力 0

8 教育・保育に必要な技術（ピアノ等）や知識 2

9 その他 0

・

・

・

・

・

・

・

・

学校経営について逆風の中と言われておりますが、これまでの英知を駆使し、前進あることを期待しており
ます。（社会福祉法人平安福祉会 今里保育所）

基本的なことは家庭で学ぶ事が当たり前のことですが、それができていないのが現状で、決められたことは
できるが応用ができなかったり、奉仕の気持ちが薄かったりなど残念な姿が見られます。時代が変わり家庭
環境も変わってきているので仕方ないことかもしれませんが、それを教えていく園側としても悩むことも
多々あります。学校側でも働く上での基本的なことや園を愛する姿を、少しでも指導していただけたらと思
います。永く勤務してもらえるように、園としても指導にあたらせてもらっています。ここ数年は貴学の卒
業生は退職者もなくありがたく思います。（学校法人新田学園 幼保連携型認定こども園新田幼稚園）

いつもお世話になっております。採用させていただいた方達は皆さん真面目に保育に取り組んでくれていま
す。学校のサポートが手厚く手軽に相談ができる体制が整っているのではと思われます。（社会福祉法人こ
ぶし福祉会）

高い志と強い心をもった卒業生が多く、貴学卒業と聞くと安心感があります。（高松市立川島小学校）

インターンシップを希望してくれ就職活動を行っていたので安心して採用できました。研究室の先生等の指
導がきめ細かいことと感じました。（学校法人波止浜虎岳学園 はしはまこがく認定こども園）

養成課程において働くことへの意識づけがしっかりされていると思います。今後ともよろしくお願いいたし
ます。（学校法人丸亀虎岳学園 丸亀城南虎岳幼稚園）

先輩教員からの話がきけるのがいいのではないかと感じます。（高松市立牟礼北小学校）

全員が幼稚園教諭の仕事に対して、自分なりに熱心に取り組んでくれています。今後は、先輩教諭に対して
自分から挨拶したり、コミュニケーションを取れるようになると、さらに成長していくと思われます。（学
校法人相愛学園 相愛幼稚園）

Ⅵ　本学卒業生をご採用いただいたお立場から、本学の教育について、改善すべきこと、良いと思われることなど、どんな
ことでもお気づきのことがございましたら、遠慮なくご記入ください。

9

11

1

3

10

2

0 2 4 6 8 10 12

意欲・熱意

性格・人柄

礼儀・マナー・接遇

健康・体力

コミュニケーション能力

グループ活動力

自ら何事かを成し遂げようとする力

教育・保育に必要な技術（ピアノ等）や知識

その他

Ⅴ 採用の際、特に重視するもの（3項目選択）

個人情報等を含む内容のため非公表
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・

Ⅶ　最後に、貴校（園・所）に在籍している本学の卒業生についてお答えください。

項　　目 件数 人数

卒業生数 33 71

勤務年数 件数 人数

1 １年～３年 29 51

2 ４年～１０年 12 18

3 １０年以上 2 2

4 ２０年以上 0 0

貴校（園・所）では、現在、本学の卒業生が何名お世話になっていますか。また、勤続年数についてもお答えくださ
い。

特別支援教育に関する基礎的・基本的な内容及び社会人としてのモラルやマナーについて、更なる充実を
図っていただければ幸いです。（福岡県立太宰府特別支援学校）

１年～３年

71.8%

４年～１０年

25.4%

１０年以上

2.8%

勤続年数
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令和７年度 就職先からの卒業生に対する評価（卒業生に関するアンケート） 

大学院経営学研究科 集計結果の概要（令和５年度卒業生対象） 
 

 

該当者なし 
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令和７年度 就職先からの卒業生に対する評価（卒業生に関するアンケート） 

保育学科 集計結果の概要（令和５年度卒業生対象） 
 

依頼数 36（昨年 42）に対し、協力数は 25（昨年 31）で回収率は 69.4％（昨年 73.8％）であっ

た。回答に協力いただいた幼稚園・保育所等の業種、卒業生の職種・人数・退職者数（6ヵ月以内）

についてはⅡ・Ⅲのとおりである。 

 

Ⅳ 令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の能力および本学の就職支援活動などについて 

のご感想をお伺いします。 

 

Ⅳ-１．本学の卒業生は全体として、貴校（園・所）の人材ニーズや期待に応えていますか。 

「十分応えている」「どちらかといえば応えている」の割合が合わせて 88.0％（昨年 87.0％）、「個

人間のばらつきがあり何ともいえない」が 12.0％（昨年 6.5％）であった。「やや応えていない」「応

えていない」という回答はなかった。（昨年は「やや応えていない」は 6.5％、「応えていない」とい

う回答はなかった） 

 

「十分応えている」「どちらかといえば応えている」で 9割近い園から高い評価をいただき、また

「やや応えていない」「応えていない」という回答が 0件という結果で、概ね就職先の人材ニーズや

期待に応えてくれているようで有難い評価を得られた。在学中に保育補助ボランティアやアルバイ

ト、実習等で将来を見据えた施設との良好な関係を構築することができた者も見られ、就職するま

でのプロセスも大きく影響しているように思われる。 

しかし、「個人間のばらつきがあり何ともいえない」という評価を 3件いただいていることが残念

である。具体的にお伺いしたいしたいところだが、保育者としてよりも職業人としての未熟さが要

因にあるように思われる。積極的に経験を積み重ねていってもらいたい。 

 

Ⅳ-２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。 

「全体として高い」「どちらかといえば高い」の割合が合わせて 68.0％（昨年 61.3％）、「個人

間のばらつきがあり何ともいえない」が 28.0%（昨年 29.0％）であった。「どちらかというとやや

低い」は 4.0％（昨年 9.7％）、「全体として低い」という回答はなかった。（昨年同じ） 

 

高いと評価いただいた割合が前年度よりもアップしたことは喜ばしいことである。引き続き高い

評価をいただけるよう、より良い指導を追求していきたい。 

また、「個人間のばらつきがあり何とも言えない」のみで 3割弱、「どちらかというとやや低い」

が 4％となっており、個別対応の充実を図っていくことも重要である。 

 

Ⅳ-３．本学の貴校（園・所）への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのよう

にお感じでしょうか。（公立の場合は回答不要） 

「全体として熱心」「どちらかといえば熱心」の割合が合わせて 52.1％（昨年 65.5％）、「何と

もいえない、わからない」が 47.9％（昨年 27.6％）であった。「あまり熱心でない」「全体として

熱心でない」という回答はなかった。（昨年は「あまり熱心でない」は 6.9％、「全体として熱心でな

い」という回答はなかった） 

 

「あまり熱心でない」「全体として熱心でない」という回答はなかったが、「全体として熱心」

が前年 37.9％から 21.7％に大幅にダウンしている。「どちらかと言えば熱心」は微増ではあるが、

「何とも言えない、わからない」が前年度 27.6％から 47.9％と大幅アップとなっている。採用依頼

活動や卒業予定者への就職支援活動が十分に行われていないことの表れと言わざるを得ない。 

近年、学生の就職志望の有無も変化し、難しくなっているが、年間を通しての保育職就職への意

識付けを行い、積極的な就職支援活動を進めて行きたい。また、就職希望施設とのミスマッチを防ぐ

ためにも、保育学科で行われている探究活動の時間等を利用して、保育補助ボランティア・アルバイ

トや施設見学をすることで、就職希望施設との事前の繋がりを得る機会について働きかけていきた

い。 
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Ⅳ-４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。（公立の

場合は回答不要） 

「今後も積極的に求人・採用していきたい」「他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく」

の割合が合わせて 82.6％（昨年 86.3％）、「採用は人物本位であり、何ともいえない」は 17.4％（昨

年 10.3％）であった。「求人・採用をしていく予定はあまりない」「求人・採用をしていく予定は全

くない」という回答はなかった。（昨年は「求人・採用をしていく予定はあまりない」は 3.4％（1

件）、「求人・採用をしていく予定は全くない」という回答はなかった） 

 

「求人・採用をしていく予定はあまりない」、「求人・採用をしていく予定は全くない」という

回答は 0 件であったものの、「今後も積極的に求人・採用していきたい」は、昨年の 65.6％から

60.9％にダウンしていることが気になる。引き続き、将来を見据えた施設との良好な関係を構築で

きるよう保育学科での指導を充実させていきたい。 

 

Ⅴ. ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。（公立の場合は回答不要） 

「性格・人柄」（20 件）、「意欲・熱意」（16 件）、「コミュニケーション能力」（13 件）の

回答が多く見られた。（昨年は「意欲・熱意」（23件）、「性格・人柄」（23件）、「コミュニケ

ーション能力」（19件）、「礼儀・マナー」（12件）の回答が多く見られた） 

 

上位 3項目「性格・人柄」、「意欲・熱意」、「コミュニケーション能力」は、件数に微妙な変

動はあるものの、保育者というよりも基本的な職業人としての資質を重視していることの表れであ

る。 

自由記述欄の中で、「自分の置かれている立場を考えて、誰にでも平等に感謝の気持ちを持つこと

を、就職前に再度お知らせいただけるとありがたいです。」という気になる記述があった。もう少し

詳しくお話を伺いたいところではあるが、そのことも含め、前年度から保育学科では、発達科学部

と合同で「保育実習交流会」を開催し、また、保育学科独自で「卒業生フォローアップ」を開催し

た。それらの保育実習協力園の先生方と本学との情報交換の場、今春卒業や 1 年を過ぎた卒業生を

集めた意見交換の場を活用してサポートし、より良い人材育成の向上を図っていきたい。そして就

職後の定着率アップにも繋げていきたい。 



調査対象　　令和５年度高松短期大学保育学科卒業生就職先　３６件

実施時期　　令和７年６月・７月

調査方法　　郵送による質問紙法

回収率　　　依頼数　 36 件

　　　　　　協力数 25 件

　　　　　　回収率 69.4%

Ⅱ　貴校（園・所）の区分についてお答えください。
業　　種 件数

1 公立幼稚園 0

2 私立幼稚園 0

3 公立認定こども園 1

4 私立認定こども園 11

5 公立保育所（園） 1

6 私立保育所（園） 9

9 その他 3

【その他】

児童養護施設、障がい者サービス事業所

サービス（子ども向けリゾート施設）

職　　種 件数 人数 【その他】

1 幼稚園教諭 0 0 0 生活支援員(2)

2 保育教諭 11 15 0 サービス

3 保育士 12 16 0

6 その他 2 3 0

（２）集計結果　グラフ及びデータ（保育学科）

Ⅲ　令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の職種別の人数についてお答えください。

内退職者（6ヵ月以内）

公立認定こども園

4.0%

私立認定こども園

44.0%

公立保育所（園）

4.0%

私立保育所

（園）

36.0%

その他

12.0%

Ⅰ 業種

保育教諭

44.0%

保育士

48.0%

その他

8.0%

Ⅱ 職種
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　 １．本学の卒業生は全体として、貴校（園・所）の人材ニーズや期待に応えていますか。

項　　目 件数

1 十分応えている 15 【その他】

2 どちらかといえば応えている 7

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 3

4 やや応えていない 0

5 応えていない 0

6 その他 0

項　　目 件数

1 全体として高い 5 【その他】

2 どちらかといえば高い 12

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 7

4 どちらかというとやや低い 1

5 全体として低い 0

6 その他 0

　　２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。

Ⅳ　令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の能力および本学の就職支援活動などについてのご感想をお伺いしま
す。

60.0%

28.0%

12.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

十分応えている

どちらかといえば応えている

個人間のばらつきがあり何ともいえない

やや応えていない

応えていない

その他

１．本学の卒業生は全体として、貴校（園・所）の人材ニーズや期待に

応えていますか。

20.0%

48.0%

28.0%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体として高い

どちらかといえば高い

個人間のばらつきがあり何ともいえない

どちらかというとやや低い

全体として低い

その他

２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、

どのようにお感じでしょうか。
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項　　目 件数 （公立の場合は回答不要）

1 全体として熱心 5 【その他】

2 どちらかといえば熱心 7

3 何ともいえない、わからない 11

4 あまり熱心でない 0

5 全体として熱心でない 0

6 その他 0

　　４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。 （公立の場合は回答不要）

項　　目 件数

1 今後も積極的に求人・採用していきたい 14 【その他】

2 他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく 5

3 採用は人物本位であり、何ともいえない 4

4 求人・採用をしていく予定はあまりない 0

5 求人・採用をしていく予定は全くない 0

6 その他 0

　　３．本学の貴校（園・所）への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

21.7%

30.4%

47.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体として熱心

どちらかといえば熱心

何ともいえない、わからない

あまり熱心でない

全体として熱心でない

その他

３．本学の貴校（園・所）への採用依頼活動や卒業予定者への

就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

60.9%

21.7%

17.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今後も積極的に求人・採用していきたい

他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく

採用は人物本位であり、何ともいえない

求人・採用をしていく予定はあまりない

求人・採用をしていく予定は全くない

その他

４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関して

どのようにお考えですか。
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Ⅴ　ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。 （公立の場合は回答不要）

項　　目 件数

1 意欲・熱意 16 【その他】

2 性格・人柄 20

3 礼儀・マナー・接遇 8

4 健康・体力 5

5 コミュニケーション能力 13

6 グループ活動力 1

7 自ら何事かを成し遂げようとする力 4

8 教育・保育に必要な技術（ピアノ等）や知識 2

9 その他 0

・

・

・

・

・

・

・

県外から一人で就職され緊張や不安もあったと思いますが頑張っています。園としても在学中の様子が分からな
いので、卒業生への励ましも含め、貴学から園訪問していただく機会があれば良かったかと思います。（社会福
祉法人松園福祉会 浅口はちまん認定こども園）

採用させていただいた方達は皆さん真面目に保育に取り組んでくれています。学校のサポートが手厚く手軽に相
談ができる体制が整っているのではと思われます。（社会福祉法人こぶし福祉会）

Ⅵ　本学卒業生をご採用いただいたお立場から、本学の教育について、改善すべきこと、良いと思われることなど、どんなこと
でもお気づきのことがございましたら、遠慮なくご記入ください。

保護者支援・子育て支援の学習および乳児保育に関する学びの充実、育ちにつながる遊び（運動）の指導を適切
にお願いしたいです。（社会福祉法人溢愛会 ふたば乳児保育園）

貴学の卒業生の皆さんは本園にとりまして中心的な保育士として活躍されています。とても大切な存在です。今
後におきましても素敵な保育士さんを送り出してください。（社会福祉法人白樺福祉会 白樺保育園）

保育教諭等をめざしている学生を育てていただいてありがとうございます。○○さんは勉強はとても熱心でよく
できていたと思われます。しかし、勉強以外のところで、人間関係が大切な職場ですので、当たり前のことです
が、自分の置かれている立場を考えて、誰にでも平等に感謝の気持ちを持つということを、就職前に再度お知ら
せいただけるとありがたいです。個人の性格もあると思いますので、全体には当てはまらず不躾なお願いとは思
いますが、よろしくお願いいたします。（東かがわ市立大内こども園）

基本的なことは家庭で学ぶ事が当たり前のことですが、それができていないのが現状で、決められたことはでき
るが応用ができなかったり、奉仕の気持ちが薄かったりなど残念な姿が見られます。時代が変わり家庭環境も変
わってきているので仕方ないことかもしれませんが、それを教えていく園側としても悩むことも多々あります。
学校側でも働く上での基本的なことや園を愛する姿を、少しでも指導していただけたらと思います。永く勤務し
てもらえるように、園としても指導にあたらせてもらっています。ここ数年は貴学の卒業生は退職者もなくあり
がたく思います。（学校法人新田学園 幼保連携型認定こども園新田幼稚園）

自分の考えを話すことや書いて表すことがしっかりできるようになっていると良いなと思います。（学校法人四
国高松学園 認定こども園高松東幼稚園）
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自ら何事かを成し遂げようとする力

教育・保育に必要な技術（ピアノ等）や知識

その他

Ⅴ 採用の際、特に重視するもの（3項目選択）

個人情報等を含む内容のため非公表
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・

・

Ⅶ　最後に、貴校（園・所）に在籍している本学の卒業生についてお答えください。

項　　目 件数 人数

卒業生数 32 214

勤務年数 件数 人数

1 １年～３年 28 66

2 ４年～１０年 23 65

3 １０年以上 18 60

4 ２０年以上 12 23

保育教育を学んだ方は、人当たりの良さや柔らかさを感じることが多いですが、弊社は子ども向けリゾートのた
め、その強みを存分に活かして勤務いただいております。引き続きどうぞよろしくお願いいたします。
（LEGOLAND Japan合同会社）

貴校（園・所）では、現在、本学の卒業生が何名お世話になっていますか。また、勤続年数についてもお答えください。

実習生を受け入れてもあまり就職と結びつかないことがあるので残念に思うことがあります。（社会福祉法人平
安福祉会 平安保育園）

１年～３年

30.9%

４年～１０年

30.4%

１０年以上

28.0%

２０年以上

10.7%

勤務年数
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令和７年度 就職先からの卒業生に対する評価（卒業生に関するアンケート） 

秘書科 集計結果の概要（令和５年度卒業生対象） 
 

依頼数 31（昨年 49）に対し、協力数は 19（昨年 30）で回収率は 61.3％（昨年 61.2％）であっ

た。回答に協力いただいた企業・病院の業種、卒業生の職種・人数・退職者数（6ヵ月以内）につ

いてはⅡ・Ⅲのとおりである。 

 

Ⅳ 令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の能力および本学の就職支援活動などについて 

のご感想をお伺いします。 

 

Ⅳ-１．本学の卒業生は全体として、貴社・貴院の人材ニーズや期待に応えていますか。 

「十分応えている」「どちらかといえば応えている」の割合が合わせて 84.2％（昨年 66.6％）、

「個人間のばらつきがあり何ともいえない」が 10.5％（昨年 26.7％）であった。「やや応えていな

い」という回答はなく、「応えていない」は 5.3％だった。（昨年は「やや応えていない」は 6.7％、

「応えていない」という回答はなかった） 

 

上記の結果から、多くの企業・病院で、学科の教育がある程度は活かされていると考えられる。

特に、柔軟な対応能力、電話応対能力、コミュニケーション能力、レセプト能力等のプラス評価の

意見がみられる。しかし、一部の学生で見られる否定的な評価のコメントには「自分への自信が不

足」「時間内に仕事を終えるタスクトレーニングの教育が必要」等の記述があった。 

なお、人材ニーズの期待に応えられているかは、個人の能力に依存していることが多く、教える

ことが最も難しい内容でもあるが、対応していきたい。 

 

Ⅳ-２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。 

「全体として高い」「どちらかといえば高い」の割合が合わせて 73.6％（昨年 56.6％）、「個人

間のばらつきがあり何ともいえない」が 21.1％（昨年 36.7％）であった。「どちらかというとやや

低い」「全体として低い」という回答はなかった。（昨年は「どちらかというとやや低い」は 6.7％、

「全体として低い」という回答はなかった） 

 

上記の結果から、この設問の評価は個人差があり難しいと考えられる。医療機関からのコメント

には「大学での授業がより実践に近いものなんだろう」とのプラス評価の記述がみられた。 

しかし、一部の早期離職者に対するマイナスコメントに対応する必要があり、学生の自由にさせ

ておくのではなく、マナー・接遇教育の必要性があり、常識的な社会対応能力が必要だと感じ取れ

る。 

 

Ⅳ-３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感 

じでしょうか。 

「全体として熱心」「どちらかといえば熱心」の割合は合わせて 73.7％（昨年 66.7％）、「何と

もいえない、わからない」が 26.3％（昨年 30.0％）であった。「あまり熱心でない」「全体として

熱心でない」という回答はなかった。（昨年同じ） 

 

上記の結果から、一部の企業と医療機関からここ数年高い評価が続いているのはキャリア支援課

の努力や、実習との連携、担当教員が病院・企業訪問を続けた結果であると考えられる。今後も企

業、医療機関と連携を強化していきたいと考えている。 

 

Ⅳ-４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。 

「今後も積極的に求人・採用していきたい」「他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく」

の割合が合わせて 73.7％（昨年 83.4％）、「採用は人物本位であり、何ともいえない」が 26.3％

（昨年 13.3％）であった。「求人・採用をしていく予定はあまりない」「求人・採用をしていく予

定は全くない」という回答はなかった。（昨年は「求人・採用をしていく予定はあまりない」は 3.3％

（1件）、「求人・採用をしていく予定は全くない」という回答はなかった） 
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上記の結果から、「今後も積極的に求人・採用していきたい」と考えていただいている企業・病

院の割合（57.8％）が一番多いのはとても良いことである。今後とも、企業・医療機関と連携を強

化していきたい。 

 

Ⅴ. ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。 

「性格・人柄」（15件）、「意欲・熱意」（13件）、「礼儀・マナー・接遇」（11件）「コミュ

ニケーション能力」（9件）の回答が多く見られた。（昨年は「性格・人柄」（23件）、「コミュ

ニケーション能力」（22件）、「意欲・熱意」（20件）の回答が多く見られた） 

 

上記の項目は、順番が入れ替わることはあるが、毎年挙げられている事であり、学科の最重要教

育課題として取り組んでいる事でもある。今回は「礼儀・マナー・接遇」も上位に重視されており、

近年、特に必要性が感じ取れる。今後も学科の教育をベースとして、これらの能力に秀でた人材を

社会に送り出せるように努めたい。 

 

 

 



調査対象　　令和５年度高松短期大学秘書科卒業生就職先　３１件

実施時期　　令和７年６月・７月

調査方法　　郵送による質問紙法

回収率　　　依頼数　 31 件

　　　　　　協力数 19 件

　　　　　　回収率 61.3%

Ⅱ　貴社・貴院の業種についてお答えください。

業　　種 件数

1 建設 0

2 製造 2

3 電気・ガス・水道 0

4 情報・通信 1

5 運輸 0

6 卸売・小売 3

7 金融・保険 2

8 不動産 0

9 飲食・宿泊 0

10 医療・福祉 6

11 サービス 3

12 官公庁 0

13 その他 2

【その他】建設コンサルタント、税理士事務所

職　　種 件数 人数

1 営業・販売 2 4 0 【その他】

2 総務・事務 11 12 3

3 製造・作業スタッフ 0 0 0

4 通訳・貿易 0 0 0

5 サービス 1 1 0

6 公務 0 0 0

7 医療関係 5 5 0

8 その他 0 0 0

（２）集計結果　グラフ及びデータ（秘書科）

Ⅲ　令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の職種別の人数についてお答えください。

内退職者（6ヵ月以内）

製造

10.5%

情報・通信

5.3%

卸売・小売

15.8%

金融・保険

10.5%医療・福祉

31.6%

サービス

15.8%

その他

10.5%

Ⅰ 業種

営業・販売

10.5%

総務・事務

57.9%

サービス

5.3%

医療関係

26.3%

Ⅱ 職種
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項　　目 件数

1 十分応えている 12 【その他】

2 どちらかといえば応えている 4

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 2

4 やや応えていない 0

5 応えていない 1

6 その他 0

項　　目 件数

1 全体として高い 8 【その他】

2 どちらかといえば高い 6 未記入

3 個人間のばらつきがあり何ともいえない 4

4 どちらかというとやや低い 0

5 全体として低い 0

6 その他 1

２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。

１．本学の卒業生は全体として、貴社・貴院の人材ニーズや期待に応えていますか。

Ⅳ　令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の能力および本学の就職支援活動などについてのご感想をお伺いし
ます。

63.1%

21.1%

10.5%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

十分応えている

どちらかといえば応えている

個人間のばらつきがあり何ともいえない

やや応えていない

応えていない

その他

１．本学の卒業生は全体として、貴社・貴院の人材ニーズや期待に

応えていますか。

42.0%

31.6%

21.1%

5.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

全体として高い

どちらかといえば高い

個人間のばらつきがあり何ともいえない

どちらかというとやや低い

全体として低い

その他

２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、

どのようにお感じでしょうか。
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項　　目 件数

1 全体として熱心 8 【その他】

2 どちらかといえば熱心 6

3 何ともいえない、わからない 5

4 あまり熱心でない 0

5 全体として熱心でない 0

6 その他 0

項　　目 件数

1 今後も積極的に求人・採用していきたい 11 【その他】

2 他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく 3

3 採用は人物本位であり、何ともいえない 5

4 求人・採用をしていく予定はあまりない 0

5 求人・採用をしていく予定は全くない 0

6 その他 0

４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。

３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

42.1%

31.6%

26.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

全体として熱心

どちらかといえば熱心

何ともいえない、わからない

あまり熱心でない

全体として熱心でない

その他

３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への

就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。

57.9%

15.8%

26.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今後も積極的に求人・採用していきたい

他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく

採用は人物本位であり、何ともいえない

求人・採用をしていく予定はあまりない

求人・採用をしていく予定は全くない

その他

４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関して

どのようにお考えでしょうか。
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Ⅴ　ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。

項　　目 件数

1 意欲・熱意 13 【その他】

2 性格・人柄 15

3 礼儀・マナー・接遇 11

4 健康・体力 1

5 コミュニケーション能力 9

6 グループ活動力 1

7 自ら何事かを成し遂げようとする力 5

8 経営に関する専門知識 0

9 簿記 1

10 パソコンスキル 1

11 語学力（英語・中国語など） 0

12 その他 0

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ⅵ　本学卒業生をご採用いただいたお立場から、本学の教育について、 改善すべきこと、良いと思われることなど、どんな
ことでもお気づきのことがございましたら、遠慮なくご記入ください。

自分に自信を持てない方が散見されます。自身が社会に貢献できる人材であるということを認識できる、自己
肯定感を高めるようなカリキュラムも必要なのではと思います。（ネッツトヨタ高松株式会社）

入社当初より高い基礎力と柔軟な対応力、コミュニケーション力に優れており即戦力として現場で活躍してい
ます。今後ともよろしくお願いいたします。（株式会社タケダ）

個人の能力かもしれませんが、自分で一つ一つ仕事を覚えて、身につけて成長してくれていて非常に助かって
います。（おおやま耳鼻咽喉科）

来客、電話対応能力の高いので助かっています。（有限会社オフィスアドハウス）

貴学卒業生で現在弊社で活躍中の職員もいる一方、入社１年目で退職の方もいます。違いは「教わる」の意味
の理解度合です。「教わる＝学ぶ」の方は活躍、「教わる＝あたりまえ」の方は退職されています。教える・
教わるともに互いの時間を使っていることを理解していると活躍されています。（株式会社ホリスティック）

先を読んだ行動をできるところや、相手のことを思った行動やマナーが自然とできるところが素晴らしいと思
います。何年も社会人をしてきたような仕事ぶりです。また、レセプトに関しても即戦力で頑張っています。
大学での授業がより実践に近いものなんだろうなと思いました。（医療法人社団健愛会 あきやまクリニッ
ク）

電話対応や受付対応、時間内に仕事を終えるタスクトレーニング等を学びに入れていただけたらと思います。
（みとよ内科にれクリニック）

採用面接の際には、しっかりと面接準備ができている学生さんが多く、貴学の就職支援が手厚いのだと感じま
す。（株式会社香川銀行）

小人数のため滅多に新規採用はしないのですが今回は良い人材を紹介していただきました。今後どんどん人手
不足が進展すると思います。貴学卒業生対象の即応人材バンクなどいかがでしょうか。（大川俊徳税理士事務
所）
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グループ活動力

自ら何事かを成し遂げようとする力

経営に関する専門知識

簿記

パソコンスキル

語学力（英語・中国語など）

その他

Ⅴ 採用の際、特に重視するもの（3項目選択）

個人情報等を含む内容のため非公表
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（令和５年度卒業生対象） 

回答方法：①本学ホームページ（トップページ ＞ インフォメーション【〔就職先対象〕卒業生に関するアンケート】より回答） 

②ＦＡＸ．087-841-7158(高松大学キャリア支援課) ＊送付状は不要です 

締  切：令和７年７月１８日（金） 

 

高松大学・高松短期大学  卒業生に関するアンケート（企業等）  

 

Ⅰ 令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の学部・学科別の人数についてお答えください。 

また、そのうち既に退職した者がいましたら、その人数と時期をお答えください。 

  １）高松大学 経営学部   名（うち退職  名：退職時期    年   月） 

２）高松大学 発達科学部   名（うち退職  名：退職時期    年   月） 

３）高松大学 大学院経営学専攻   名（うち退職  名：退職時期    年   月） 

４）高松短期大学 保育学科   名（うち退職  名：退職時期    年   月） 

５）高松短期大学 秘書科   名（うち退職  名：退職時期    年   月） 

Ⅱ 貴社・貴院の業種についてお答えください。 

１)建設  ２)製造  ３)電気・ガス・水道  ４)情報・通信  ５)運輸  ６)卸売・小売  ７)金融・保険  

８)不動産 ９)飲食・宿泊 10)医療・福祉 11)サービス 12)官公庁 13)その他（            ） 

Ⅲ 令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の職種別の人数についてお答えください。 

１)営業・販売   名  ２)総務・事務   名  ３)製造・作業スタッフ   名  ４)通訳・貿易   名  

  ５)サービス   名   ６)公務   名   ７)医療関係   名   ８)その他（       ）  名 

Ⅳ 令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の能力および本学の就職支援活動などについてのご感想をお伺いします。 

該当する番号を１つお選びください。 

１．本学の卒業生は全体として、貴社・貴院の人材ニーズや期待に応えていますか。 

１）十分応えている     ２）どちらかといえば応えている ３）個人間のばらつきがあり何ともいえない  

４）やや応えていない   ５）応えていない               ６）その他（            ） 

２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。 

１）全体として高い      ２）どちらかといえば高い ３）個人間のばらつきがあり何ともいえない 

４）どちらかというとやや低い ５）全体として低い    ６）その他（            ） 

３．本学の企業様への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。 

１）全体として熱心    ２）どちらかといえば熱心      ３）何ともいえない、わからない 

４）あまり熱心でない   ５）全体として熱心でない      ６）その他（            ） 

４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。 

１）今後も積極的に求人・採用していきたい ２）他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく 

３）採用は人物本位であり、何ともいえない ４）求人・採用をしていく予定はあまりない    

５）求人・採用をしていく予定は全くない  ６）その他（                   ） 

Ⅴ ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。 

１)意欲・熱意  ２)性格・人柄  ３)礼儀・マナー・接遇  ４)健康・体力  ５)コミュニケーション能力 

６)グループ活動力  ７)自ら何事かを成し遂げようとする力  ８)経営に関する専門知識  ９)簿記 

10)パソコンスキル  11)語学力（英語・中国語など） 12)その他（                ） 

Ⅵ 本学卒業生をご採用いただいたお立場から、本学の教育について、 改善すべきこと、良いと思われることなど、 

どんなことでもお気づきのことがございましたら、遠慮なくご記入ください。 

                                                   

                                                   

                                                   

 

◆貴社・貴院名                                        

回答された方の部署名・役職名             ご芳名             

 質問は以上です。お忙しい中、ご協力ありがとうございました。 
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（令和５年度卒業生対象） 

回答方法：①本学ホームページ（トップページ ＞ インフォメーション【〔就職先対象〕卒業生に関するアンケート】より回答） 

②ＦＡＸ．087-841-7158(高松大学キャリア支援課) ＊送付状は不要です 

締  切：令和７年７月１８日（金） 

 

高松大学・高松短期大学  卒業生に関するアンケート（教育・保育等） 
 

Ⅰ 令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の学部・学科別の人数についてお答えください。 

また、そのうち既に退職した者がいましたら、その人数と時期をお答えください。 

１）高松大学 発達科学部     名（うち退職  名：退職時期    年   月） 

２）高松短期大学 保育学科   名（うち退職  名：退職時期    年   月） 

Ⅱ 貴校（園・所）の業種についてお答えください。 

１)公立幼稚園   ２)私立幼稚園  ３)公立認定こども園  ４)私立認定こども園  ５)公立保育所(園) 
６)私立保育所(園) ７)公立小学校  ８)特別支援学校  ９)その他（          ） 

Ⅲ 令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の職種別の人数についてお答えください。 

１)幼稚園教諭   名    ２)保育教諭   名  ３)保育士   名  ４)小学校教諭   名 

５)特別支援校教諭   名  ６) その他(                )   名 

Ⅳ 令和６年４月にご採用いただいた本学卒業生の能力および本学の就職支援活動などについてのご感想をお伺いしま
す。該当する番号を１つお選びください。 

１．本学の卒業生は全体として、貴校（園・所）の人材ニーズや期待に応えていますか。 

１）十分応えている     ２）どちらかといえば応えている ３）個人間のばらつきがあり何ともいえない  

４）やや応えていない   ５）応えていない               ６）その他（             ） 

２．本学の卒業生の能力や意識の水準について、どのようにお感じでしょうか。 

１）全体として高い      ２）どちらかといえば高い ３）個人間のばらつきがあり何ともいえない 

４）どちらかというとやや低い ５）全体として低い    ６）その他（            ） 

３．本学の貴校（園・所）への採用依頼活動や卒業予定者への就職支援活動について、どのようにお感じでしょうか。 
（公立の場合は回答の必要はありません） 

１）全体として熱心    ２）どちらかといえば熱心      ３）何ともいえない、わからない 

４）あまり熱心でない   ５）全体として熱心でない      ６）その他（            ） 

４．今後、本学の卒業生についての求人・採用に関してどのようにお考えでしょうか。 
（公立の場合は回答の必要はありません） 

１）今後も積極的に求人・採用していきたい ２）他の大学と同じレベルで求人・採用を考えていく 

３）採用は人物本位であり、何ともいえない ４）求人・採用をしていく予定はあまりない    

５）求人・採用をしていく予定は全くない  ６）その他（                  ） 

Ⅴ ご採用の際、特に重視されているものを３つお選びください。（公立の場合は回答の必要はありません） 

１)意欲・熱意  ２)性格・人柄  ３)礼儀・マナー・接遇  ４)健康・体力  ５)コミュニケーション能力 

６)グループ活動力  ７)自ら何事かを成し遂げようとする力  ８)教育・保育に必要な技術(ピアノ等)や知識 

９)その他（                   ） 

Ⅵ 本学卒業生をご採用いただいたお立場から、本学の教育について、改善すべきこと、良いと思われることなど、 
どんなことでもお気づきのことがございましたら、遠慮なくご記入ください。 

                                                   

                                                   
 
Ⅶ 最後に、貴校（園・所）に在籍している本学の卒業生についてお答えください。 
貴校（園・所）では、現在、本学の卒業生が何名お世話になっていますか。また、勤続年数についてもお答えください。 

◇高松大学 発達科学部 卒業生   名 
勤務年数： １)１年～３年  名   ２)４年～１０年  名  ３)１０年以上  名  ４)２０年以上  名 

◇高松短期大学 保育学科（幼児教育学科・児童教育学科） 卒業生   名 
勤務年数： １)１年～３年  名   ２)４年～１０年  名  ３)１０年以上  名  ４)２０年以上  名   

  

◆貴校（園・所）名                                      

回答された方の部署名・役職名               ご芳名              
 質問は以上です。お忙しい中、ご協力ありがとうございました。 
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